
道路建設事業の再評価項目調書

事 業 名 一般国道２９号 津ノ井バイパス 事 業 主 体 中国地方整備局
つ の い

所 在 地 鳥取県鳥取市祢宜谷～鳥取県鳥取市菖蒲
とっとり とっとり ね ぎ だ に とっとり とっとり しょうぶ

事 業 概 要 一般国道２９号は、兵庫県姫路市を起点とし、鳥取県鳥取市に至る延長約１２０ｋ

ｍの主要幹線道路である。

津ノ井バイパスは、鳥取市街地に流入する交通を分散誘導して市内の交通混雑の解

消を目的とした、鳥取市南西部の半環状道路の一部を構成する延長９．５ｋｍの道路

である。

事 業 着 手 昭和５９年度

総 事 業 費 約５６０億円 既 投 資 額 平成１４年度末まで
３１２億円（進捗率５６％）

再 ①事業 ア)事業をめぐる社会情勢等の変化

評 の必要 鳥取市南部の当該地区周辺は、大規模住宅団地を中心に大学・商業・産業施設を配

価 性に関 した総合的なまちづくりや工業団地、市立病院の移転開業等が進展し、交通量が増大

の する視 しており、慢性的な交通混雑が発生している。

視 点 Ｓ56．11 津ノ井工業団地 竣工

点 Ｓ58．４ 津ノ井ニュータウン事業着手（～Ｈ10完成）

Ｈ１．７ 津ノ井ニュータウン分譲開始

Ｈ７．４ 鳥取市立病院が的場地区( ）に全面移転開業鳥取県東部拠点都市地域の健康福祉エリア

Ｈ７．４ 鳥取市営サッカー場バードスタジアム 完成

Ｈ12．４ 鳥取県産業技術センターが鳥取ﾃｸﾉﾘｻｰﾁﾊﾟｰｸ内に統合整備

Ｈ13．４ 鳥取環境大学 開学

イ)費用便益分析

道路事業に要する費用 道路整備による効果

総費用 ①走行時間

評価対象期間内 短縮便益 ４３０億円

＝整備期間＋40年 ②走行費用

総事業費 ５６０億円 減少便益 ４１億円

部分供用に要した事業費 ２７０億円 ③交通事故

残区間整備に必要な事業費 ２５０億円 減少便益 ２９億円

⇒現在価値換算事業費 ２１１億円

総便益

①事業費 ２１１億円 ①＋②＋③＝ ５００億円(Ｂ)

②維持管理費 ２６億円

総費用①＋②＝ ２３７億円(Ｃ)

費用便益分析の結果 Ｂ／Ｃ＝ ２．１

「費用便益分析マニュアル（案）による」
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事 業 名 一般国道２９号 津ノ井バイパス 事 業 主 体 中国地方整備局
つ の い

再 ①事業 ウ)事業の効果

評 の必要 中心市街地の活性化・・・中心市街地へ至る現道の混雑度が改善

価 性に関 都市圏の交通円滑化の推進・・・主要渋滞ポイント（吉成交差点）の渋滞が緩和

の する視 地域づくりの支援・・・基盤的技術産業集積活性化計画などを支援

視 点

点 エ)事業の進捗状況

１．主な経緯

昭和５９年度 事業着手

昭和６０年 １月 都市計画決定(起点～国道５３号交差点)

昭和６０年度 用地買収着手

昭和６１年度 工事着手

平成 ６年 ７月 都市計画決定（変更）

平成 ７年 ３月 (都)富安大路線～(県)八坂鳥取停車場線間

Ｌ＝1.0km(側道2/2)供用

平成 ８年 ４月 (県)八坂鳥取停車場線～国道５３号交差点

Ｌ＝0.8km(側道2/2)供用

平成 ８年１１月 都市計画決定（変更）

平成 ８年１２月 (県)若葉台東町線(旧２９号)～(市)久末生山線

Ｌ＝2.3km(本線2/4)、(側道2/2)供用

平成１０年 中国横断自動車道（鳥取IC）関連により工区延伸

（Ｌ＝2.0km事業化）

平成１０年 ３月 (都)富安大路線～(県)八坂鳥取停車場線間

Ｌ＝0.2km(側道2/2)供用

平成１２年 ４月 (都)桜谷東大路線～(都)富安大路線

Ｌ＝0.7km(本線2/4)供用

平成１３年 ３月 (市)久末生山線～(都)桜谷東大路線

Ｌ＝1.2km(本線2/4)、(側道2/2)供用

２．事業の進捗状況

○工事の進捗状況

段階的な整備を進め、平成１２年度までに津ノ井ニュータウン～鳥取市菖蒲間

Ｌ＝７．５ｋｍを供用しているところである。また、平成１４年度末までの進捗

率は約４５％である。

○用地補償の状況

平成１４年度末までに本線部の用地買収を完了しているところであり、全体の

約９６％の用地買収を完了している。



事 業 名 一般国道２９号 津ノ井バイパス 事 業 主 体 中国地方整備局
つ の い

再 ②事業 ・用地の進捗見込み

評 進捗の 現在、鳥取ＩＣ関連の用地取得を促進しているところであり、平成１５年度末に

価 見込み は９６％になる見込みである。

の

視 ・工事の進捗見込み

点 現在、因幡大橋の４車化を促進しているところである。また、残る区間について

も引き続き整備を行う予定である。

③コス ・耐候性鋼材を採用し、鋼橋を無塗装化することにより、コストの縮減が可能と考え

ト縮減 ている。

や代替 ・建設副産物の発生抑制や再生材利用等により、今後ともコスト縮減に努める。

、 、 、 。案の可 ・また ① ②の視点による再評価より 代替案を検討する必要はないと考えている

能性

今後の対応 ・事業継続

方針 平成１９年度の因幡大橋の４車線化を目標に事業を推進する。

引き続き吉成交差点の立体化事業を推進する。



一般国道２９号

津ノ井バイパス
一般国道２９号

津ノ井バイパス

平成１５年１１月

国土交通省中国地方整備局

平成１５年１１月

国土交通省中国地方整備局



位置図

鳥取県

島根県

岡山県

兵庫県

鳥取市

Ｎ

一般国道２９号

津ノ井バイパス

Ｌ＝９．５ｋｍ


